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別記様式（第４条関係） 

会  議  録 

 

会 議 の 名 称      第１回総合計画審議会 

開 催 日 時 平成２６年１１月２７日（木）１５時００分～１７時４５分 

開 催 場 所 宍粟市役所本庁舎 ３階庁議室 

議長（委員長・会長） 

氏 名 
林 昌彦 

委 員 

氏 名 

（出席者） 

林 昌彦、三渡圭介、野村和男、

森本都規夫、助光隆男、牲川桂香、

本條 昇、岡本幹生、岡前佳津子、

藤木 茂、小林 温、三渡保典、

衣笠萬三、小田奈奈、宮元裕祐、

春名文子、春名千代、田口すみ子、

川原正文 

（欠席者） 

玉田 恵美 

事 務 局 

氏 名 

企画総務部：高橋参事兼部長、花本次長 

企画財政課：坂根次長兼課長、久具山副課長、堀係長、谷本主幹 

傍 聴 人 数 １名 

会議の公開・非公開の

区分及び非公開の 

理 由 

公開・非公開  

（非公開の理由） 

 

 

決 定 事 項 

（議題及び決定事項） 

●宍粟市総合計画について 

（総合計画と宍粟市の現状） 

●審議会について 

●第２次宍粟市総合計画の策定スケジュールについて 

会 議 経 過 別紙のとおり 

議 事 録 の 確 認 

（記名押印） 

（委員長等） 

                      ㊞                             
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（会議の経過） 

発言者 議題・発言内容 

 

事務局 

 

 

 

委員 

 

事務局 

 

 

 

市長 

 

 

市長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■開会 

（１）配付資料の確認 

（２）審議会条例第５条第４項の規定により本日の会議を公開することと

してよろしいでしょうか。 

 

一同、異議なし。 

 

それでは公開させていただきます。これより、傍聴希望者があれば、入

室をいたします。 

 

■委嘱状の交付 

（市長より、委員に順次、委嘱状の交付。玉田委員欠席。） 

 

■市長あいさつ 

皆さんこんにちは。大変お忙しいところ、また、出にくい時間帯ではな

かったかと思います。宍粟市総合計画審議会委員として、大変お世話にな

るかと思います。よろしくお願いいたします。 

さて、11月も終わろうとしています。11月は特に、市内各地で地域でのイ

ベント等がたくさんありました。特に宍粟市は、森林面積が９割という状

況の中、11 月に入り、北の方から紅葉が素晴らしく色づきました。先日は

南の山崎でも、もみじ祭りが開催され、豊かな自然の中へ市内外から多く

の皆様に心の癒し等を求めて訪れていただきました。地域の活力も深まっ

たのではないかと思います。改めて、皆様のご支援に深く感謝申し上げま

す。 

今日、日本全国において、人口減対策が大きな課題であります。宍粟市

は平成 17 年に合併し、その１年後に 10 年間の総合計画を定めて、市の施

策を進めてきましたが、この間、世の中は非常に激しく変化してきました。

これからの宍粟市の在り様、方向性はどうなるのか。人口減の中、また地

方創生の大きなうねりの中で、これからのまちをつくり上げていかなけれ

ばなりません。委員の皆様には、それぞれこの 10年を振り返っていただき、

意見交換・提言をしていただきたいと思います。 

この総合計画に向けて、市では７月からタウンミーティングやふれあい

ミーティングを開いて、それぞれの関係団体からご意見を聞いています。

また、小学校ごとに行政懇談会を開催し、15 会場でご意見を伺っておりま
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委員 

事務局 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

委員 

 

事務局 

 

 

 

委員 

 

 

 

事務局 

 

 

選考委員長 

す。このような中から、市民の皆様のお知恵を拝借したいと思います。 

私はこれからの 10年については、大きく２つキーワードがあると思って

います。ひとつは「住んでよかったな、住み続けたいなと思えるまち」。そ

して、もうひとつは「ふるさとを思うこころを育む」ということでありま

す。今、この市の方向性を決める大事な時期に来ています。皆様方には大

変お忙しい中、度々お集まりいただくことになるかと思いますが、宍粟市

の将来、宍粟市のさらなる土台を築くため、是非、英知を結集していただ

きたいと思います。これからだんだん寒くなります。十分お身体にお気を

つけいただき、宍粟市のためによろしくお願いを申し上げまして、お願い・

お礼とさせていただきます。ありがとうございました。 

 

■委員自己紹介 

（各委員自己紹介） 

（事務局紹介） 

 

■会長、副会長選出 

審議会条例第４条第２項の規定により「会長及び副会長は互選によって

定める。」となっておりますが、会議を円滑に進めるため、選考委員による

選出ということで、規定による選考とさせていただきたいと思っておりま

す。なお、選考委員につきましては事務局より提案をさせていただきたい

と思いますが、よろしいですか。 

 

一同、異議なし。 

 

（委員に、森本都規夫委員、本條昇委員、藤木茂委員、小田菜奈委員、田

口すみ子委員、以上５名の方を選出） 

委員長に森本都規夫委員をする案でございます。よろしいでしょうか。 

 

一同、異議なし。 

 

（選考委員、別室に移動） 

 

会議を再開いたします。選考委員による、会長及び副会長の選考が行わ

れましたので、森本委員長より説明をお願いいたします。 

 

会長に林昌彦氏、副会長に三渡圭介氏、選考委員全員一致で選考いたし
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委員 

 

事務局 

 

 

 

事務局 

 

 

会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

副会長 

 

 

 

ました。よろしくお願いいたします。 

 

（一同、拍手。） 

 

それでは、会長に林昌彦委員、副会長に三渡圭介委員が選出されました。 

（会長、副会長は各席に移動） 

 

■会長、副会長あいさつ 

会長、副会長よりそれぞれごあいさつをいただきます。最初に林会長、

よろしくお願いいたします。 

 

改めて、会長としてごあいさつを申し上げます。私が初めて宍粟市と関

わったのは平成 18年です。その時は行政評価のアドバイザーに就任しまし

た。全国的にどこも財政が厳しくなり、従来と同じようには予算が組めな

いという問題が出てきて、そこへの取組が課題でした。 

その中で、私は、「行政の仕事は非常に複雑で、予算も細分化されている。

その一つひとつを見るのではなく、絶えず大局的な判断のための情報をつ

くりだすことが必要である。」と述べました。また、「行政評価は予算削減

のためにあるのではない。計画の進行管理をして、問題点を見つけるきっ

かけとなる情報をつくることが重要であり、総合計画との関係も見直して

いく必要がある。」という意見を申し上げました。そこで、５年前の後期計

画の時から参画をさせていただいております。 

今回、会長として、皆さんのご協力を得て、進めていきたいと思います。

会長の役割は、審議会と事務局の調整役であると思います。皆さんに審議

していただくために、いろいろな情報を出してもらわねばなりません。議

論のため、種々段取りをするのが私の役目と考えております。限られた時

間の中で、十分な審議ができるように努めてまいりますので、皆さんどう

ぞよろしくお願いいたします。 

（一同、拍手。） 

 

続きまして三渡副会長、よろしくお願いいたします。 

 

三渡でございます。ご承知のとおり、この宍粟市における財政は、地方

交付税をはじめ、国からの補助金で賄われております。一方、自主財源と

して、いかに税収を増やすのかを行政は常に問われていると聞いています。

その観点から申しますと、この宍粟市は、かつての基幹産業は製糸業でし
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事務局 

 

 

事務局 

 

 

市長 

 

 

 

 

会長 

 

 

市長 

 

事務局 

 

 

 

た。今皆さんがおられるこの場所は、大正４年に誘致されてから昭和 35年

ぐらいまでグンゼの製糸工場がありました。その製糸のための養蚕は、宍

粟郡はじめ、佐用郡、神埼郡、但馬の一部に至るまで大変盛んでした。ま

た、養蚕に伴った林業も盛んでしたが、戦後は養蚕もなくなりました。昭

和 50年くらいまで営林署も華やかで、林業は本当に盛んでしたが、外材に

押され、今、林業も大変な状況です。その衰退と入れ替わるように、自動

車・電気産業の下請け工場がこの地域に根付き、平成のバブル崩壊までこ

の地域を支えました。しかし、現在、製造業は空洞化し、製造は海外にシ

フトしています。それとともに、この地域の製造業も大変な状況下にあり

ます。基幹産業をどうするかが我々の大きな命題です。観光、林業の再生

が主軸になるような気もします。 

先ほど林会長からもあったように、我々には委員の皆さんの意見をいか

に吸い出し、１つの冊子にしていくかが求められています。どうぞよろし

くお願いいたします。 

（一同、拍手。） 

 

ありがとうございました。 

 

■諮問 

続きまして、福元市長から林会長に対しまして、宍粟市総合計画に係る

諮問を行います。 

 

平成 26年 11 月 27 日、宍粟市総合計画審議会会長林昌彦殿。第２次宍粟

市総合計画の策定について諮問。表記のことについて、宍粟市総合計画審

議会条例第２条の規定により、第２次宍粟市総合計画案について貴審議会

へ諮問をします。よろしくお願いいたします。 

 

確かに承りました。十分な審議を尽くし、成案を提出するよう努めてま

いります。 

 

よろしくお願いします。 

 

これよりの協議事項につきましては、審議会条例第４条第３項に「会長

は会議を総理する」という規定がありますので、会長に議事進行をお願い

いたします。 
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会長 

 

 

 

 

 

事務局 

 

会長 

 

委員 

 

 

事務局 

 

会長 

 

 

事務局 

 

 

 

会長 

 

 

委員 

 

 

 

 

会長 

 

 

事務局 

■協議事項 

（１）宍粟市総合計画について 

それでは、１つ目は「宍粟市総合計画について」ということで、お手元

の資料１をご覧ください。こちらは「総合計画と宍粟市の現状」という表

題になっております。これから私達が審議をして策定していく総合計画と

はどのようなものなのかということと、その前提となる宍粟市の現状につ

いて、事務局から説明していただきます。 

 

（総合計画と宍粟市の現状について説明） 

 

これまでの説明に対しまして、質問等ありましたらお願いいたします。 

 

 このアンケートの年代層や、その割合は出してないのですか。年代によ

って、興味・関心も変わってくると思うのですが。 

 

配付のアンケート結果調査報告書の中の７ページになります。 

 

後半部の７ページです。前半は基礎調査報告書になっております。途中

からアンケート調査結果報告書になっています。 

 

 調査では、年代や地域が偏ってしまわないように、地域・年代・男女が

分散するように抽出をしております。約 2,000 名を抽出し、ご回答いただ

いたのが約 1,000 名という状況です。 

 

その中で年代の回答で、何か顕著な違いというものはありましたか。そ

こまでまだ分析されていませんか。 

 

この説明を聞かせていただく度、同様の質問が出ますが、年配の方で、

地元に長く住み愛着を持っておられる方はアンケートを出されているので

はないかと。その一方で若い世代の方は出されていないのではないかとい

う議論がありましたが。 

 

それは７ページの問２のところで、年代によって回収率が違うというこ

とですか。 

 

若い年代の回答が少ないです。７ページを見ていただきますと、20～29
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会長 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

会長 

 

 

 

委員 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

歳が全体の 6.1％、30～39 歳が 9.3％ということで、他の年代と比べて低い

割合となっています。 

 

どうしてもこういう傾向はよく見られるわけですが、若い人からの回収

率が低いということについて何か議論はありますか。 

 

アンケートですので強制はできません。ご自分の意見を出そうとされる

方のみになり、それ以上を求めるのは限界があります。しかし、我々は特

にこれから未来を担っていく世代の意見を聞き、計画に反映させたいとい

うことで、中学２年生と高校２年生を対象に今回の調査をしております。 

中高生のアンケート結果につきましては、資料の 84ページ以降に載って

おります。中高生の方、761 名にご回答いただいたものをまとめたものです。 

 

この場で配られた資料であり、十分に見る余裕がありませんので、さら

にまたご意見・ご質問が出てくる場合は、いつでも取り上げさせていただ

きます。他にご質問はありませんか。 

 

基本構想が 10年間ということですが、市長の任期が４年です。行政のト

ップである市長が代わり、事業や予算も変わるとすれば、この 10年の計画

の内容も変わりますか。計画の実効性・強制力はどのような形なのですか。 

 

この総合計画は市民の皆さんにご参加いただき、そのご意見のもとに策

定されますので、市長にかかわらず、行政が執行していく部分はこの計画

に基づいて取り組んでいくことになります。また、具体的な計画となる基

本計画は５年ごとになっております。５年を経過した時点で内容の見直し

を行い、新たにつくることができると考えております。 

 

私は過去に計画策定に関わったことがありますが、委員の話し合いによ

り仕上げた大変良いビジョンがコンサルによって書き換えが行われ、最後

にでき上がったものは全国一律のようなものとなり文言が一緒でした。例

えば、農業分野での、有機農業・環境保全型の農業といった言葉です。実

態とは異なる文言は絶対に入れないと話し合い、素案を提出しました。と

ころが、コンサルから返ってきたものには、他の自治体の計画と同様の言

葉が入っていたのです。我々委員は１年間何を話し合ってきたのかと落胆

しました。ここにもコンサルがおられますが、お願いしたいのは、ありき

たりの言葉ではまとめないということです。市民が審議、参画する中で意
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委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

見を出し、まとめたものが、結局前と同じものにならないようにお願いし

ます。 

 

その意見に全く賛成です。会議として確かに話し合いの場は持たれます

が、この段階ですでに事務局の方が叩き台を作成されていて、話し合いの

中で、文言が少し変わるだけで、内容が変化することはほぼない。確かに

表向きは、話し合いに時間をかけてつくりあげているように見え、ホーム

ページにも掲載されます。しかし、実際できた計画には血が通っていない

のではないでしょうか。 

アンケートで、確かに 50％を超える意見もありますが、２％、５％とい

う意見を拾い上げる必要があると思います。今後、若者の流出は止まらな

いと思います。企業誘致も難しい。観光事業も今の子どもがその業種に就

くとも考えにくいです。昔、長男は家を継ぐ風潮があり、村を、まちを守

る流れがありましたが、今は違います。人口は減り、財政は厳しくなるで

しょう。今、この大事な時に、少しでも人口減少・若者の流出を食い止め

られる総合計画が立てられるべきです。コンサルや国の考えが宍粟市に当

てはまるかをきちんと判断しなければならない。皆さんがお持ちの新しい

意見を一つひとつ活かして進めていかれることを望んでいます。 

 

貴重なご意見をいただきました。どこに持って行っても通用するような

総合計画ではおかしいと私どもも思います。宍粟市のための、宍粟市独自

の総合計画でないと意味がない。今日もコンサルタントがおられますが、

あくまでサポートしていただいています。皆様方が主役である、審議の内

容を反映させた計画をつくりたいと思いますのでよろしくお願いいたしま

す。 

 

コンサルに丸投げではないということですね。実は、以前は法律で、基

本構想・基本計画というものの義務付がありましたが、今はなくなりまし

た。それは分権という流れ中で、国が全部決めるのはおかしいということ

と、自分達ではつくらずに丸投げし、形骸化していたという事情がありま

す。ですから、法律での義務付けがなくなった時に、宍粟市もやめること

もできました。それが、やはり自治基本条例をつくろうとなりました。ま

た、中身がないと意味がないと。前回の計画はコンサルの方は入ってなか

ったと思います。具体的にコンサルの役割についてご説明いただけますか。 

 

今回、初めてコンサルに委託をしております。内容として、例えば、今
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会長 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

会長 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

日の会議の中から、計画にどのように反映させるかをピックアップしても

らう。つくってもらうのではなく、形にしてもらうというところでサポー

トしていただきます。コンサルがつくった計画案を提示するようなことは

ありません。皆さんの議論を形にするところでお手伝いいただきます。 

 

形として審議会で全てを書けばいいのでしょうが、なかなかそういうわ

けにはいきません。私たちがどのように目を光らせ、最後の成案ができる

ところまで見ていくかということになります。それから、先ほど、市長が

代わられたらどうなるのかというご意見がありました。実際、市長の任期

に合わせて計画を策定している自治体もあります。今回、計画が 10年、そ

して前半・後半の５年ごとであるというのは、この場で議論して変えられ

ることなのですか。 

 

法的な義務付けはなくなりましたので、これは宍粟市で独自につくるべ

きものと考えております。第１次総合計画が基本構想 10年、基本計画前期

５年、後期５年でしたが、この通りでなくても結構です。ただ、人口につ

いては 2040 年（平成 52 年）、つまり 30 年くらい先を見通して考えた方が

よいと思います。しかし、計画は 30年先までというのは難しい。当面の見

込みとして、10 年くらいを目安とするのは適当かと考えますが、期間も含

めてご議論いただければと思います。 

 

すぐにこの場で何年と結論が出るものでもありませんので、それも議論

していきたいと思います。他に、先ほどの事務局の説明に何か意見はあり

ませんか。 

 

平成 17年に合併して宍粟市となりましたが、合併特例債の割合がかなり

増えています。合併特例債もいずれは返さなければなりません。合併した

から無償でもらえるというものはありませんし、増やすばかりでもいけま

せん。合併前の４町それぞれで辺地債、あるいは過疎債という利率のよい

借り方ができました。宍粟市となった今もそれは使えるのですか。 

 

辺地債・過疎債をそれぞれ今も借りて、市の財政を運用しております。

合併して過疎債については波賀・千種が過疎地域ということで、宍粟市は

一部過疎という位置づけになっており、また、昨年の法改正で平成 32年ま

で過疎法が延長されておりますので、その間、過疎債を借りることができ

ます。特に北部地域の活性化に向けて、過疎債を有効に活用させていただ
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会長 

 

 

事務局 

 

 

 

会長 

いています。過疎債については事業費 100％起債することができ、その 70％

が交付税に算入されるということであります。一宮・山崎については有利

な起債ということで合併特例債を使っております。合併特例債は事業費の

95％を借金でき、その 70％が後年度に交付税に算入されます。 

 

宍粟市において、起債はよく検討されていると思いますが、合併時に描

いた予想とかけ離れた財政状況に陥った他の自治体の例をよく考えないと

いけません。宍粟市の財政を見たときに、歳入はほとんど動いていないと

思います。これからは林業等、昔栄えた産業を原点に帰って見直すべきだ

と思います。有機農業における成功例も他の自治体にはあります。財政に

おける税収の問題もあるので、行政は農業の成功例等、いろいろな情報を

紹介していくことも必要になってくると思います。 

 

合併特例債においては約束が守られるかもしれませんが、残念ながらそ

うでない部分もあります。全体として地方交付税が今のまま維持されると

いう保証はないと思えます。そうなると、借金をする時に、国の示した基

準ではなく、独自に基準を設けるというのもよいでしょう。その財政面で

検討した内容をいかに計画に盛り込むかは論点の１つだと思います。財政

状況の資料も出していただき、議論したいと思います。今日は時間も切迫

しておりますので、後日、追加的に質問があれば申し出ていただいて、次

回に回答していただくというように進めていきたいと思います。 

 

次回、総合計画の検証ということで素案が出てきますが、団体として新

たに入れてほしいという意見は、この場で言うのでしょうか。それとも別

に挙げる必要があるのでしょうか。例えば、宍粟市の学校でインターナシ

ョナルセーフスクールの認証を取得するという内容を総合計画の中に入れ

ていただきたいという提案は、この場で発言すべきことですか。 

 

今日は中身の審議に入っておりませんので、審議に入った時にご提案い

ただければと思います。 

 

この後また、今後のスケジュールを説明させていただきます。今後どう

いった話の中で、どういった意見をいただくかについても、そこで説明い

たします。 

 

それでは、次の、「審議会の役割、進め方」に入ります。では、説明をお



11 

 

 

 

事務局 

 

 

会長 

 

委員 

 

 

 

 

事務局 

 

 

委員 

 

会長 

 

 

事務局 

 

 

会長 

 

 

委員 

 

 

事務局 

 

 

 

会長 

 

 

願いいたします。 

 

（審議会（①審議会の役割、②審議会の進め方）、スケジュールについて説

明） 

 

スケジュール、進め方についてご意見はありますか。 

 

 会議録について、「要点をまとめた表記」とありますが、市役所の部局に

よって少しずつ会議録のつくりが異なっています。今回はどのような内容

になりますか。実際、あまりにまとめ過ぎたものを見て驚いたことがあり

ます。通常は、委員名や内容が記載されると思うのですが。 

 

ご心配いただく内容ではないかと思います。また、実際、でき上がった

ものをご確認いただきますので、表現等ご指摘いただければと思います。 

 

よろしくお願いします。 

 

一言一句でなく、ある程度手直しされ、読みやすいということも必要で

はないかと思います。 

 

ホームページにも掲載して、一般の市民の方にも公開しますので、ある

程度要約いたします。 

 

今回の議事録を見ていただいたうえで、もう少し書くべきである等、次

に議論いただければと思います。 

 

小委員会についてですが、第４、５、６回が小委員会で、10 名ずつ２つ

のグループに分けるということですが、どのような基準で分けられますか。 

 

 まだ具体的に決定はしていませんが、いくつかの分野ごとに分かれてい

ただく予定です。その中で、各委員の携わっておられる分野も一定加味し

ながら、分かれていただこうと思っております。 

 

具体的に分野の内容、希望を言えるか、またグループ分けの方法等、次

回の案内を発送する時に皆さんにお知らせをして意見を伺いたいと思いま

す。第１回目を迎え、準備不足の部分もあろうかと思います。また、今後
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スケジュール通りに進むかどうかも分かりません。先ほど、諮問の際、議

論を尽くすと約束しましたので、十分時間をとりたいと思います。一方で、

最終的には議会に諮らねばならないため、スケジュールの変更は議会にも

報告していくことも必要ですのでお含みおきください。それ以外に何かあ

りますか。ご提案等があればお願いします。 

 

こういった会議で時間がかかる原因として、同じ話を繰り返し議論する

ことが挙げられます。その防止のために、審議と協議をきちんと分けると

いうことが望ましい。協議であれば質問・意見も出てきます。審議となれ

ば可決を前提とし、意見が出たらその場で答え、多数決で決めていく。も

う１つは、素案への修正内容を別表にまとめていくということです。それ

により、委員が審議会に欠席した場合にも、変更点を確認・共有しやすく

なります。時間を有効に使い、中身の濃い議論とするための提案です。 

 

これは大変よい提案だと思います。事務局に対応をお願いしてよろしい

でしょうか。その他ございますか。なければ次に進みます。 

 

■その他 

（１）当日配布資料の説明 

それでは、「９.その他」ということで、配布資料の説明をお願いします。

一旦ご説明いただいたものは省略していただいて、新しいところの説明を

お願いいたします。 

 

本日お配りしました資料について、冊子が２冊あります。第１次総合計

画の前期基本計画と後期基本計画です。２つをもって第１次総合計画と位

置づけております。 

 

10 年は長いので、５年経ったところで一定見直しをするということで、

後半５年のものがあります。なぜ２つあるのかが分かりにくいかもしれま

せんが、基本的なところは変わらないが、ある程度見直しをし、手直しを

したものが後期ということです。 

 

（基礎調査報告書、アンケート調査報告書、まちづくり指標検証シートに

ついての説明） 

 

まちづくり指標については、第２次総合計画にこれを盛り込むべきかに
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ついても、審議の対象になります。先ほど、目標が実績を上回っていると

ころもありました。どういう目標が妥当かについても議論が必要です。次

回までに資料を全部読んで理解するのは大変です。すでにアンケートやタ

ウンミーティング開催時に出た意見や課題について、整理したものがあれ

ば、事前にいただけますか。 

 

ご案内をする時までには、整理をしてお渡ししたいと思います。タウン

ミーティング等で出た内容を集約したものがあります。 

 

全てでなく整理していただいて、この場で議論する論点として出してい

ただきたいと思います。我々はそれのみ議論するというのではなく、タウ

ンミーティングの成果としてそれを見せてください。 

 

準備します。 

 

他に、ただいまの説明に質問・ご意見はありませんか。 

 

では、このＡ３（まちづくり指標検証シート）の資料は使わないという

ことですか。 

 

 いえ、使います。しかし、資料が多いので、全て見ると消化不良になり

そうだということで、もう少し整理されたものは出せないのかというお願

いです。 

 

（２）第２回宍粟市総合計画審議会の開催日 

（12 月 18 日（木）午後２時に決定） 

 

■閉会 

では、これで閉会させていただきます。 

 

第１回審議会、長時間ありがとうございました。宍粟市のみならず、こ

の国の抱えている問題は財政難と人口減といえます。500 万の収入のある所

帯が、900 万の支出をし、そこに 1億の借金があるというのがこの国の現状

です。政治家が悪いという意見もあるでしょうが、私はサハリンと中国に

行った時、日本ほど社会的にインフラが進んだ国はないと思いました。つ

まり、１億の借金は国民一人ひとりが要望してきたその結果とも言えます。
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そして、この国の最も大きな問題である社会保障も、我々の肩に重くのし

かかっています。 

我々宍粟市は小さなまちですが、このまちの抱える問題も市民一人ひと

りにかかっています。今日、委員さんから出ました、昔は長男が家を継ぐ

のが一般的であったが今は違うというお話。先日私も同様の話を知人から

聞きました。テーマを与えていただいたと思いました。個人単位ではなく、

市として方向を打ち出すということが我々に課せられた命題です。まだま

だ、問題は山積しております。今後議論を重ね、よりよい宍粟市をつくっ

ていきたいと思いますのでよろしくお願いいたします。本日はこれで閉会

といたします。ありがとうございました。 

 

以 上 

 

＊発言者の表記は、「○○議長」、「○○委員」、「事務局」とする。 

 


